
＝＝宇電懇ニュース No.110＝＝ 
2003 年 12 月 1 日 

宇電懇事務局（東京大学・理・天文センター）発行 

 

宇電懇ニュース No.110 をお届けします。この号は ryunet による電子メール配信と宇電懇 web ページ

(http://www.nro.nao.ac.jp/udenkon/)掲載でお伝えします。 

 

 秋も過ぎ、早くも冬にまって参りました。ミリ波の観測シーズンまであとわずかです。 

遅くなってしまいましたが、今回は、日本天文学会秋季年会会場で開催された運営委員会の報告です。 
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I.宇電懇運営委員会の報告 

井上 允（国立天文台・運営委員会臨時議長） 

 宇電懇運営委員会を開催しましたので、それについてご報告致します。当日、石黒運営委員長が海外出張の

ため出席できないことが事前に判明したため、私が指名を受けて議長を務めました。なお、この報告の内容は

事前に運営委員長の確認を得ております。 

 

開催日時：2003 年 9 月 26 日（日本天文学会秋季年会第 2 日目）12 時～13 時 

開催場所：日本天文学会年会会場「愛媛大学 講 22 号室」 

議題： 

０．議長認定 

 石黒委員長が海外出張中であったため、出席者中から委員長の事前委託を受けて井上委員が委員長代行を務

めた。 

 

１．電波科学研連委員会 J分科会委員 の選出について 

 会員による投票結果（得票４票以上）が事務局から報告され、そこから 20 名を選出することとなった。出

席者からは所属機関・地域性・専門分野も考慮して選定するという以外には特段の意見がなかったため、事前

に委員長から提案されていた“投票結果に基づき、所属機関・地域性・専門分野を考慮した選出者案”を事務

局が代理で提示し、それに基づいて議論した結果、１名を追加し、以下の 21 名とすることとなった。 

 宇電懇からの推薦メンバーリストとして井上研連委員へ報告する。 

（推薦メンバーリスト：50 音順） 

石黒正人（国立天文台 ALMA 室） 井上 允（国立天文台三鷹） 

稲谷順司(NASDA→JAXA:組織変更) 大石雅寿（国立天文台計算センター） 
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小川英夫（大阪府立大学） 

面高俊宏（鹿児島大学） 

春日 隆（法政大学） 

河野孝太郎（東京大学天文センター） 

小林秀行（国立天文台 VERA 室） 

阪本成一（国立天文台 ALMA 室） 

柴崎清登（国立天文台野辺山） 

近田義広（国立天文台 ALMA 室） 

坪井昌人（茨城大学） 

中井直正（国立天文台野辺山→筑波大学:予定） 

中島潤一（通総研） 

長谷川哲夫（国立天文台 ALMA 室） 

福井康雄（名古屋大学 A 研） 

藤沢健太（山口大学） 

水野 亮（名古屋大学 STE 研） 

村田泰宏（宇宙研） 

山本 智（東京大学物理） 

 

２．研連委員報告［井上］ 

 日本学術会議の体制の変更の動向について、井上電波研連委員から解説があった。 

 

３．その他 

3-1. 海外大型計画の動向＝ＳＫＡについて 

 SKA 計画に日本代表オブザーバーとして参加している井上委員から同計画の現状についての報告と、日本

としての対応についての意見聴取があった。宇電懇会員にも広く知ってもらうため、宇電懇 web ページや宇

電懇ニュースでもリンク作成やレポート掲載などで情報伝達に努めることを合意した。 

 

3-2．次期事務局の見通し 

 2004 年４月１日からの事務局として大阪府立大学に打診したところ、了解が得られた。運営委員長名で指

名することで正式となる。 

 

資料１：会員投票結果報告[事務局] 

開票結果（同数票は氏名の 50 音順）

順 氏名(敬称略) 得票数 
１ 井上 允   16 
２ 河野孝太郎  15 
２ 阪本成一   15 
２ 坪井昌人   15 
２ 長谷川哲夫  15 
６ 春日 隆   14 
７ 石黒正人   13 
８ 近田義広   12 
８ 中井直正   12 
８ 山本 智   12 
11 川辺良平   11 
12 大石雅寿   10 

順 氏名(敬称略) 得票数 
12 面高俊宏   10 
12 亀野誠二   10 
15 福井康雄    9 
15 藤沢健太    9 
15 村田泰宏    9 
15 百瀬宗武    9 
19 小林秀行    8 
19 平林 久    8 
21 稲谷順司    7 
21 祖父江義明   7 
21 半田利弘    7 
21 立松健一    6 

順 氏名(敬称略) 得票数 
21 水野 亮    6 
26 奥村幸子    5 
26 川口則幸    5 
26 高羽 浩    5 
29 小川英夫    4 
29 北村良実    4 
29 柴崎清登    4 
29 土橋一仁    4 
29 中島潤一    4 
29 三好 真    4 

その他 計 72 

投票者総数   26 

有効投票総数 376 
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II. 次期宇電懇事務局のお知らせ 

宇電懇ニュース No.109 でもお伝えした、宇宙電波懇談会事務局規定に基づき、2004 年 4 月１日より宇電懇

事務局を大阪府立大学電波天文研究グループにお願いすることになりました。３月末日までは現事務局が業務

を継続しますが、その後はよろしくお願い致します。連絡先などについては、改めて、引き継ぎ直前にお知ら

せ致します。 

III. 組織変更に伴う会員情報修正申告のお願い 

 行政改革の影響で研究機関の組織変更が行われています。これに伴って職場の内部組織呼称や電子メールア

ドレスが変更になった会員も大勢いらっしゃることと思います。宇電懇では ryunet を中心に連絡体制の電子化

を進めておりますので、特に、電子メールアドレスの変更によって連絡が取れなくなるのは重大な問題ではあ

りますが、機械的な置き換えでない限り、変更前後の電子メールアドレスの対応を事務局だけで付けるのは事

実上不可能です。お手数ですが、そのような事例が発生しましたら、宇電懇事務局まで、修正方法を御連絡下

さい。また、所属機関名についても郵送などの際に必要な情報ですので、併せて、変更情報を御連絡下さい。

会員各自からの連絡でも、組織ごとに会員のどなたかがまとめて一括でご連絡頂いても構いません。 

 この他、個人的な異動についても、御連絡お願いします。連絡方法は本誌奥付の宇電懇ホームページに掲載

してあります。 

 皆様のご協力をお願いします。 

 

 なお、2003 年 10 月の宇宙航空研究開発機構 (JAXA) 宇宙科学研究本部発足に際しては、代表の方からは、 

衛星応用工学研究系→宇宙情報・エネルギー工学研究系 

共通基礎研究系→宇宙科学共通基礎研究系 

宇宙圏研究系赤外グループ→赤外・サブミリ波天文学研究系 

についての連絡を事前に頂いておりますので、これに該当する会員のみなさまの登録情報は既に変更してあり

ます。 

 

宇宙電波懇談会事務局 
〒181-0015 東京都三鷹市大沢 2-21-1 

東京大学大学院理学系研究科附属天文学教育研究センター 

祖父江義明(Tel:0422-24-5026, FAX:0422-34-5041, e-mail sofue@ioa.s.u-tokyo.ac.jp 

河野孝太郎(Tel:0422-34-5039, FAX:0422-34-5041, e-mail kkohno@ioa.s.u-tokyo.ac.jp 

半田利弘(Tel:0422-34-5062, FAX:0422-34-5041, e-mail handa@ioa.s.u-tokyo.ac.jp 

 

宇電懇インターネットホームページ http://www.nro.nao.ac.jp/udenkon/ 
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